	ＤＩＹ業「物流管理／職務」

	【概要】
顧客の需要に適合した商品供給の仕組みを管理・実施する職務。

タイムリーな商品供給、顧客満足の向上を視野に入れて、商品の「配送機能」並びに「在庫機能」の管理が含まれる。物流管理の実施に当たっては、荷役運搬機械の操作などの物流作業を伴う職務。
【仕事の内容】
物流管理の仕事は、概略すると以下のとおりである。

（１）物流業務計画を基盤とした作業計画に基づき、物流作業の進捗管理や作業力の把握・調整、クレーム・安全・モラール管理、作業遂行で発生する各種トラブルへの対応を行う。

（２）物流情報システムを受発注、需要予測､仕入代金決済の情報､道路などのインフラ情報などとともに総合的に把握し、より良い物流システムへの改善・提案を行う。

（３）商品輸配送などの物流外注に伴う配送システムや商品在庫システムなどの課題を外注先に提示し、物流に伴う在庫コストや輸送コストの改善を図る。
【求められる知識・経験】
（１）物流管理の「配送機能」は輸配送作業の仕事が主であるが､輸配送作業の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数は問わないことが多い｡ただし､ 乗務する車両の種類に応じた自動車免許が必要。

（２）車両運行に関する法令に明記された運転者の義務や遵守すべき事項の知識は必要である。今日では輸配送業務における情報化の進展に伴い、運転者が情報機器操作を行う機会も増加しているため、それらに関する基本的な知識を求められる。

（３）物流管理の「在庫機能」は商品を保管する倉庫への入出庫作業が主であるが、倉庫内における仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数は問わないことが多い。ただし、物流作業に伴う諸機械・機器などの操作については、基本的な知識やオペレーター経験が求められる。

（４）企業における物流体制によっては、倉庫作業に関わる法令に明記された事業者の義務や遵守すべき事項についての知識が求められる。また、物流に関わる情報機器などの操作では、入出荷情報の流れとそれに伴う各種帳票との関連、庫内作業に必要な指示書などの作成に関する知識、保守点検においては各種点検や修理の要領に関する知識が求められる。
【関連する資格・検定など】
・運転免許(都道府県公安委員会)
・はい作業主任者(労働局登録教習機関)
・物流技術管理士(社団法人日本ロジスティクスシステム協会)
・玉掛け技能者(財団法人日本産業技能教習協会)
・フォークリフト運転技能者(労働局登録教習機関)
・危険物取扱者乙種第４類(財団法人消防試験研究センター)
・小型移動式クレーン運転士(労働局登録教習機関)
・高圧ガス移動監視者(高圧ガス保安協会)
・ショベルローダー等運転技能者(労働局登録教習機関)

	・倉庫管理主任者(社団法人日本倉庫協会)

【労働省職業分類(小分類)との対応】
・２５９ その他の一般事務の職業
・４７３ 貨物自動車運転者
・４７９ その他の自動車運転の職業



